
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中課題２－１ 河川の影響が強い砂泥干潟における 

環境変動に対応したアサリの育成技術開発 

/佐賀県佐賀市地先 
 

  



 

 

  



 

 

目 次 

1. 技術開発の概要 ········································································· 226 
1.1. 背景と目的 ········································································· 226 
1.2. 実施場所と実験区の配置 ····························································· 227 
1.3. 5か年の目標 ······································································· 228 
1.4. 技術開発ロードマップ ······························································· 228 
1.5. 今年度の目標 ······································································· 229 
1.6. 技術開発工程 ······································································· 229 
1.6.1. 底質調査・生物調査 ····························································· 230 

2. 共通調査結果 ··········································································· 231 
2.1. 地盤高測量 ········································································· 231 
2.2. 流況、波高及び水質調査 ····························································· 232 
2.2.1. 物理観測 ······································································· 232 
2.2.2. 水質観測 ······································································· 236 

2.3. 底質調査・生物調査 ································································· 237 
2.3.1. 底質調査（粒度組成） ··························································· 237 
2.3.2. 初期稚貝調査（殻長0.3mm～1mm） ················································ 237 
2.3.3. アサリ生息調査（殻長1mm目篩以上のアサリ） ····································· 238 

3. 実証実験 ··············································································· 239 
3.1. 小課題2-1-1A 移植技術開発（漁獲時期の選定）······································· 239 
3.1.1. 材料と方法 ····································································· 239 
3.1.2. 結果 ··········································································· 240 

3.2. 小課題2-1-1B 移植技術開発（規模拡大） ············································ 241 
3.2.1. 材料と方法 ····································································· 241 
3.2.2. 結果 ··········································································· 242 

3.3. 小課題2-1-2A 天然採苗技術開発（春季採苗） ········································ 243 
3.3.1. 方法 ··········································································· 243 
3.3.2. 結果 ··········································································· 244 

3.4. 小課題2-1-2B 天然採苗技術開発（秋季採苗） ········································ 245 
3.4.1. 方法 ··········································································· 245 
3.4.2. 結果 ··········································································· 246 

3.5. 小課題2-1-3 避難技術開発 ························································· 247 
3.5.1. 方法 ··········································································· 247 
3.5.2. 結果 ··········································································· 248 

3.6. 小課題2-1-4 形状改良の検討 ······················································· 249 
3.6.1. 材料と方法 ····································································· 249 
3.6.2. 結果 ··········································································· 250 



 

 

4. 中課題としての成果と課題 ······························································· 251 
4.1. 目標の達成度 ······································································· 251 
4.2. 実用性の検討 ······································································· 252 
4.2.1. 作業性 ········································································· 252 
4.2.2. コスト ········································································· 253 
4.2.3. 漁獲額 ········································································· 254 
4.2.4. 技術ごとの経済性の評価 ························································· 255 

4.3. 成果と課題 ········································································· 256 
 

  



 

226 

 

1. 技術開発の概要 

1.1. 背景と目的 

佐賀県佐賀市の有明海湾奥部は、筑後川の河口付近に位置している。この海域では、降雨後に塩分が低下

する現象が観察され、特に「令和2年7月豪雨」や「令和3年8月の大雨」といった豪雨時には、塩分が低

下し、アサリが斃死する。加えて、冬季を中心に泥の堆積が生じやすい環境でもある。過年度の有明海のア

サリ等の生産性向上実証事業では、廃材コンポーズをいかだ状に組み合わせた「いかだ型離底器具」が開発

され、これを使用することで、泥による採苗器の埋没や堆積の影響を緩和し、泥分の多い場所でもアサリの

採苗や漁獲サイズへの育成・保護が可能となった。しかし、低塩分化に対する対策は現時点では装置や機材

に頼らず、アサリの育成工程の見直しを中心に進めている。 

令和5年度の事業では、長崎県島原市の猛島（移植元）で得たアサリを、泥土対策を施した諸富の実験地

（移植先）に秋季（11月）に移植し、猛島と諸富でそれぞれのアサリの殻長サイズと肥満度を比較した。結

果、諸富のアサリは移植から3か月後の2月には、猛島よりも肥満度が有意に増加しており、漁獲が見込ま

れる状態に至ると考えられた。また、過年度事業において、諸富の干潟に生息するアサリの多くは夏季の大

雨により斃死してしまうものの、アサリの初期稚貝及び稚貝は、毎年秋季（11月）から冬季（1月）にかけ

て出現することが確認された。 

令和6年度の事業においては、低塩分化対策としてアサリの育成時期を見直した「秋季移植」の有効性を

確認することに加え、有明海湾奥部でアサリを採苗できる手法の選定を行った。さらに、夏季の大雨の影響

を低減させるために、アサリを近隣へ避難させる手法の有効性も検討した。また、過年度事業で開発した「離

底器具」を砂場にも適用できるように、形状及び構造の観点から改良を進めることを目的とした。 
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1.2. 実施場所と実験区の配置 

実施場所は、早津江川と筑後川の河口から約 3km 沖合に位置する佐賀県佐賀市諸富地先（諸富地区 1022

号）とした。なお、実験区の規模及び配置は、佐賀県有明海漁業協同組合と調整の上で、泥分20%～40%の砂

混じりの泥干潟に設定した（図1）。また、1022号で採苗あるいは育成したアサリの避難地として、新たに諸

富地区1018号及び諸富地区1047号に実験区を設けた（図2）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

図1 実証実験の実施場所（国土地理院から一部改変） 

 

 
図2 実験区の詳細位置 
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1.3. 5か年の目標 

令和4年度有明海のアサリなどの生産性向上実証事業（以後、前事業とする）において、当該地区は筑後

川の河口域に位置することから、豪雨後に生じる海域の淡水化によってアサリが斃死するリスクを有してい

る。一方で、有明海の他海域と比べて当該地区のアサリは成長が早く、4 月に採苗したアサリは 1 年半程度

で漁獲サイズ（殻長32mm以上）に達することが確認された。これにより、前事業で開発した技術（いかだ型

離底器）で泥分の影響を緩和すれば、アサリの育成場として高いポテンシャルを持つ当該地区を活用できる

ことが期待された。また、アサリの稚貝は成貝よりも高温や貧酸素に対する耐性が優れている。この耐性の

傾向は低塩分に対しても同様であると期待でき、環境変動の大きさとアサリの成長サイズに対応させた技術

の選択が有効であると考えられる。本中課題においては、アサリの育成技術を高度化させ、有明海湾奥部の

アサリ及び場について環境変動に対応した活用方法を見出すため、以下の4つにストーリーを構築した。 

 

① 環境変動が小さい場合には、泥・砂による埋没対策技術を適用し、その場でアサリを保護・育成し漁獲

する（湾奥部のアサリと場の活用）。 

② 環境変動で成貝が斃死する場合には、環境変動が生じる時期（降雨期）前に成貝を間引き、残したアサ

リを保護・育成し漁獲する（湾奥部のアサリの活用）。 

③ 環境変動が大きく、アサリの保護・育成が困難な場合には、環境変動が生じる時期（降雨期）前にアサ

リを他海域へ移植し、移植先で生残させアサリを漁獲する（湾奥部のアサリの活用）。 

④ 環境変動が大きく、アサリの保護・育成が困難な場合には、環境変動が生じる時期（降雨期）後に他海

域からアサリを湾奥部へ移植し、成長及び肥育させアサリを漁獲する（場の活用）。 

 
1.4. 技術開発ロードマップ 

技術開発のロードマップを図3に示した。 

本中課題では、事業5年目に5か年目標に向け、先のストーリーに対応したロードマップに沿って各課題

に対応した技術を開発することとした。 

 

 
図3 技術開発ロードマップ 
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1.5. 今年度の目標 

今年度の目標及び検証方法を表1に示した。 

 

表1 今年度の目標及び検証方法 

 

 

1.6. 技術開発工程 

今年度の技術開発工程を表2に示した。 

 

表2 技術開発工程 

 

検証方法今年度の目標課題小課題名

A  県外アサリを用いた秋季移植
実験 (令和5年度～令和6年度)移植したアサリの漁獲時期の選定環境変動(低塩分)

を避けた保護・育成
手法の検討

小課題2-1-1
移植技術開発 B 県外アサリを用いた秋季移植

実験 (令和6年度～令和7年度)移植規模の拡大

A  春季の採苗実験春季における採苗手法の選定
時期に応じた採苗
手法の検討

小課題2-1-2
天然採苗技術開発 B  秋季の採苗実験秋季における採苗手法の選定

成貝と稚貝を用いた避難実験
避難候補地の選定採苗できたアサリの

避難地の検討
小課題2-1-3
避難技術開発

避難技術の有効性の確認

離底器具の埋没実験砂場でも埋没しない離底器具の形
状の選定

環境変動(漂砂)で埋
没しない器具の形状
の検討

小課題2-1-4
埋没対策技術開発

令和6年(2024年) 令和7年(2025年)
小課題 目標 実施内容 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

移植したアサリの漁獲時期の選定 県外からの移植実験 (猛島⇒諸富) ● ●

移植規模の拡大 県外からの移植実験 (猛島⇒諸富) ○ ● ● ● ●

天然採苗
技術開発

時期に応じた採苗手法の選定 採苗実験 (春季, 秋季) ○ ● ● ● ● ○ ● ● ● ●

避難技術
開発

避難適地の選定 避難実験 (1022⇒1018, 1047) ○ ● ● ● ● ● ● ● ● ●

埋没対策
技術開発

砂場でも埋没しない形状の選定 離底器具の埋没実験 ○ ● ● ● ● ●

共通項目調査 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

地盤高 地盤高測量 ●

流況 流向,流速 〇

波高 波高(水位) 〇

水質 水温、塩分 〇

蛍光強度(Chl-a),濁度 〇

Chl-a ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ●

DO 〇

底質 粒度組成 ● ● ● ●

生物 初期稚貝調査 ● ● ● ● ● ●

アサリ生息状況調査 ● ● ● ● ● ● ● ● ●

マクロベントス調査 ● ●

備考:　　　は連続観測機器の設置および回収、ならびに○は器材の設置、●は採取および分析を示した。

内容

秋季移植技
術開発
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1.6.1. 底質調査・生物調査 

(1) 底質調査 

令和6年6月、8月、10月、令和7年1月に「泥混じり砂場」の現地盤で採泥し、分析室に運搬後、以下

の方法で粒度組成を表3の方法で測定した。 

 

表3 底質分析方法 

分析項目 分析方法 

粒度組成 JIS A 1204（2009） 

 
(2) 初期稚貝調査（殻長0.3mm～1mm） 

令和6年6月、8月、10月、11月、12月及び令和7年1月に、諸富地区1022号の現地盤において、プ

ラスチック製の筒（内径50mm）を用いて深さ2cmまで1回採泥を行った（採取面積0.00196㎡）。その後、

試料中に含まれるアサリの個体数を計数及び殻長を測定した。 

 

(3) アサリ生息調査（殻長1mm目篩以上のアサリ） 

令和6年6月から令和6年2月の各月に諸富地区1022号の現地盤で採泥し、それぞれ20cm方形枠（深さ

10cm）により1回/区画採泥したものを1つの試料（採取面積0.04㎡）とし、目合1mmの篩に残ったアサリ

を計数し殻長を測定した。なお、25mmを超えた成貝は、殻高、殻幅及び軟体部重量も測定し、10個体を上限

に肥満度を計測した。また、令和6年8月及び令和7年1月では、試料中に確認された1mm目の篩に残った

マクロベントスの個体数及び湿重量も計数・測定した。 
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2. 共通調査結果 

2.1. 地盤高測量 

実験区の位置と地盤高を図4に示した。 

本実験区の地盤高は、本実験区付近でC.D.L+0.7m前後であった。また、本実験区から南に向かうにつれて

地盤は高くなり、高い場所ではC.D.Lが+0.8m前後であった。 

 

 

 

図4 実験区の位置と付近の地盤高  
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2.2. 流況、波高及び水質調査 

2.2.1. 物理観測 

(1) 夏季調査 

夏季の物理環境の観測結果を図5、図6及び図7に示した。 

観測期間中の1/3波高の値は0.9～75.9cm、1/3波動流速振幅の値は0.8～31.9cm/s、流れによる底面せん

断応力τcの値は0.001未満～0.191N/㎡、波浪による底面せん断応力τw1/3の値は0.001～0.677N/㎡、両者を

合成した底面せん断応力τc+τw1/3の値は0.002～0.678N/㎡の範囲を示した。 

τc及びτw1/3の値は、観測期間中の多くの期間で、殻長1mmアサリの移動限界0.031N/㎡を超え、底質（基

質）の移動限界 0.156N/㎡を超えることもあった。特に令和 6年 8月 22日及び 8月 27日～9月 1日の間で

高い値を示した。 

 

 
図5 夏季における物理環境の連続観測結果（令和6年8月4日～令和6年9月2日） 

  



 

233 

 

 

図6 夏季における堆積物・稚貝の移動限界（令和6年8月4日～令和6年9月2日） 

 

 

 

 
図7 夏季における流向・流速（令和6年8月4日～令和6年9月2日） 

凡 例

0 ＜ Ｖ ＜ 10

10 ≦ Ｖ ＜ 20

20 ≦ Ｖ ＜ 30

30 ≦ Ｖ ＜ 40

40 ≦ Ｖ ＜ 50

50 ≦ Ｖ ＜ 30

Ｖは流速(cm/s)を示す



 

234 

 

(2) 冬季調査 

冬季の物理環境の観測結果を図8、図9及び図10に示した。 

観測期間中の1/3波高の値は1.4～41.3cm、1/3波動流速振幅の値は0.3～20.4cm/s、流れによる底面せん

断応力τcの値は 0.001 未満～0.203N/㎡、波浪による底面せん断応力τw1/3の値は 0.001～0.368N/㎡、両者

を合成した底面せん断応力τc+τw1/3の値は0.001～0.369N/㎡の範囲を示した。 

τc及びτw1/3の値は、観測期間中で、殻長 1mm アサリの移動限界 0.032N/㎡及び底質（基質）の移動限界

0.156N/㎡を超えることもあった。特に令和6年12月27日及び令和7年1月25日で高い値を示した。 

 

 
図8 冬季における物理環境の連続観測結果（令和6年12月18日～令和7年1月16日） 
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図9 冬季における堆積物・稚貝の移動限界（令和6年12月18日～令和7年1月16日） 

 

 

 
図10 冬季における流向・流速（令和6年12月18日～令和7年1月16日） 
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2.2.2. 水質観測 

水質環境の連続観測結果を図11に示した。 

水温は、観測期間中に2.6～34.4℃の範囲を示した。 

塩分は、観測期間中に5.4～31.1の範囲を示し、夏季の広い範囲に降雨に伴う低下がみられた。 

クロロフィルaは、観測期間中に0.0～176.7μg/Lの範囲を示し、令和6年11月22日以降に高い値が多

くみられた。 

濁度は、観測期間中に0.0～570.1FTUの範囲を示した。 

溶存酸素量は、観測期間中に1.97～14.7mg/Lの範囲を示した。 

 

 

図11 水質環境の連続観測結果（令和6年4月25日～令和7年3月16日） 
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2.3. 底質調査・生物調査 

2.3.1. 底質調査（粒度組成） 

現地盤における底質の状況を表4に示した。 

泥分は、21.4～46.7%の範囲を示し、平均値は令和7年1月で値が最も高かった。 

中央粒径は、0.096～0.250mmの範囲を示し、平均値は令和6年6月で値が最も高かった。 

 

表4 現地盤の底質の状況 

 

 
2.3.2. 初期稚貝調査（殻長0.3mm～1mm） 

現地盤における初期稚貝及び稚貝の出現状況を表5に示した。 

初期稚貝の個体数は、0～30,300個体/㎡の範囲で確認され、令和7年1月で数が最も多かった。 

稚貝の個体数は、0～13,635個体/㎡の範囲で確認され、令和6年6月で数が最も多かった。 

 
表5 現地盤の初期稚貝の出現状況 

 

  

礫分 粗砂分 中砂分 細砂分 シルト分 粘土分 泥分 中央粒径

調査日 試料番号 2mm以上 2～0.85mm 0.85～0.25mm 0.25～0.075mm 0.075～0.005mm 0.005mm以下

（%） （%） （%） （%） （%） （%） （%） （mm）

6/21 1 0.4 1.6 22.1 29.2 28.5 18.2 46.7 0.096
2 3.8 5.2 41.0 28.6 13.6 7.8 21.4 0.250
3 2.0 3.4 37.7 31.4 16.3 9.2 25.5 0.214

8/3 1 1.7 3.6 34.0 34.4 21.3 5.0 26.3 0.179
2 0.0 0.0 17.5 41.1 32.7 8.7 41.4 0.100
3 0.1 1.3 28.5 42.5 22.1 5.5 27.6 0.148

10/1 1 0.3 1.0 31.4 40.4 18.3 8.6 26.9 0.172
2 0.9 2.2 29.5 35.1 21.7 10.6 32.3 0.153
3 0.1 1.7 31.6 38.6 19.0 9.0 28.0 0.168

1/17 1 0.0 1.1 26.7 35.7 25.7 10.8 36.5 0.131
2 0.3 3.4 26.8 34.5 22.7 12.3 35.0 0.150
3 0.6 3.6 29.0 34.7 20.7 11.4 32.1 0.153

調査日 試料番号 初期稚貝 稚貝
殻長0.3mm～殻長1mm未満 殻長1mm～殻長15mm未満

6/21 1 4581 2036
2 6617 3054
3 1018 1018

7/4 1 1527 0
2 0 0
3 3563 4581

10/1 1 0 509
2 0 0
3 0 0

11/16 1 1527 1527
2 2545 0
3 509 0

12/15 1 4072 0
2 3054 509
3 8144 0

1/17 1 5599 0
2 10180 0
3 8653 509

備考1: 個体/㎡

備考2: プラスチック製筒(内径50mm)で1回採泥したものを試料とした。
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2.3.3. アサリ生息調査（殻長1mm目篩以上のアサリ） 

(1) 現地盤におけるアサリの稚貝及び成貝の出現状況 

現地盤におけるアサリの稚貝及び成貝の出現状況を表6に示した。 

稚貝の個体数は、0～900個体/㎡の範囲で確認され、令和6年8月で最も多かった。 

成貝の個体数は、0～275個体/㎡の範囲で確認され、令和6年11月で最も多かった。 

 

表6 現地盤におけるアサリの稚貝及び成貝の出現状況 

 

  

調査日 試料番号 稚貝 成貝
殻長1mm～殻長15mm未満 殻長15mm以上

6/21 1 150 50
2 50 0
3 275 0

7/4 1 575 50
2 200 50
3 125 25

8/3 1 525 0
2 900 75
3 100 0

9/4 1 275 25
2 125 0
3 125 0

10/1 1 325 250
2 450 275
3 175 50

11/16 1 175 275
2 125 175
3 225 275

12/15 1 25 50
2 50 25
3 75 100

1/17 1 25 25
2 25 75
3 0 0

備考1: 個体/㎡

備考2: 現地盤から20cm方形枠（深さ10cm）で1回採泥したものを試料とした。
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3. 実証実験 

3.1. 小課題2-1-1A 移植技術開発（漁獲時期の選定） 

3.1.1. 材料と方法 

令和 5年 11月 13日に猛島産アサリ（殻長 29.8±2.7mm）を確保した後、「砂利入り網袋（ラッセル網地、

目開き3.6mm、60cm×30cm、口紐付き）」に「1kg（約170個体）/袋」の密度で収容し（総重量22kg）、猛島

地区では「直置き」、諸富地区1022号では「いかだ型離底器具（材質：強化繊維プラスチック、外径：Φ5cm、

長さ約6m）」の上に網袋を設置した（図12及び図13）。なお、網袋に収容する砂利には7号砕石（材質：砂

利、粒径：2～5mm）を5kg使用した。測定は、令和5年度事業の実験を継承し、令和5年12月から翌年5月

までの1か月ごとに、移植元（猛島）及び移植先（諸富）において（N=2）、網袋内に生残するアサリの個体

数と殻長等を計数・測定した。この際、測定する網袋の繰り返し回数は4回とした（n=4）。また、網袋ごと

に殻長25mm以上のアサリを10個体選び、次式により肥満度（式）を算出した。 

 

肥満度   =｛軟体部湿重量g/（殻長cm×殻幅cm×殻高cm）｝×1000 

 

データの解析では、測定したデータをもとに殻長及び肥満度の推移を移植元（猛島）及び移植先（諸富）

で比較し、移植の効果を確認した。 

 

図12 本実験における機材配置（諸富地区1022号） 

 

   

図13 長崎県猛島地区で確保し、佐賀県諸富地区へ移植したアサリ 
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3.1.2. 結果 

(1) 殻長 

移植元（猛島）と移植先（諸富）における平均殻長の推移を図14に示した。 

実験に供したアサリの殻長は、実験開始時である令和5年11月の時点で29.8mmであったものが、猛島（据

置）では6か月後の令和6年5月に30.9mmに増加したのに対し、諸富（移植先）では5か月後の令和6年4

月に32.3mmに増加し、殻長の成長に差が継続的に確認された。 

 

図14 移植元（猛島）と移植先（諸富）における平均殻長の推移 

  
(2) 肥満度 

移植元（猛島）と移植先（諸富）における肥満度の推移を図15に示した。 

実験に供したアサリの肥満度は、実験開始時である令和5年11月の時点で11.0であったものが、諸富（移

植先）では 4か月後の令和 6年 3月に 23.2に増加した。また、猛島（据置）と諸富（移植先）の肥満度に

は、令和5年12月から実験終了時である令和6年5月までの間に差が継続的に確認された。 

 

図15 移植元（猛島）と移植先（諸富）における平均肥満度の推移 
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3.2. 小課題2-1-1B 移植技術開発（規模拡大） 

3.2.1. 材料と方法 

令和 6年 11月 14日に猛島産アサリ（殻長 30.3±2.8mm）を確保した後、令和 6年 11月 16日に「砂利入

り網袋（ラッセル網地、目開き3.6mm、60cm×30cm、口紐付き）」に「1kg（約170個体）/袋」の密度で収容

し（総重量 42kg）、猛島地区では「直置き」、諸富地区 1022号では「いかだ型離底器具（材質：強化繊維プ

ラスチック、外径：Φ5cm、長さ：約6m）」の上に網袋を設置した（図16、図17）。なお、網袋に収容する砂

利には7号砕石（材質：砂利、粒径：2～5mm）を5kg使用した。測定は、令和6年12月から翌年2月までの

1か月ごとに、移植元（猛島）及び移植先（諸富）において（N=2）、網袋内に生残するアサリの個体数と殻長

を計数・測定した。この際、測定する網袋の繰り返し回数は4回とした（n=4）。また、網袋ごとに殻長25mm

以上のアサリを10個体選び、既術の式により肥満度を算出した。 

 

 

図16 本実験における機材配置（諸富地区1022号） 

 

   
図17 長崎県猛島地区で確保し、佐賀県諸富地区へ移植したアサリ 
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3.2.2. 結果 

(1) 生残率 

移植先（諸富）の今回の実験（令和6年度）と昨年度の実験（令和5年度）における平均生残率の推移を

図18に示した。12月期（移植1か月後）の生残率は、令和5年度では95.4%であったのに対し、令和6年度

では85%であった。12月期から2月期（移植3か月後）までの生残率の変化には、令和6年度と令和5年度

の間に差が確認されなかった。 

 

 

図18 諸富（移植先）の令和6年度と令和5年度における平均生残率の推移 

 

(2) 肥満度 

移植先（諸富）の今回の実験（令和6年度）と昨年度の実験（令和5年度）における平均肥満度の推移を

図 19に示した。移植開始時点の肥満度は令和 6年度で 14.0、令和 5年度で 11.0となり、差が確認された。

また、令和6年度では2月期（移植3か月後）に26.2となり、肥満度20を超えた「良好な身入り」である

ことが確認できた。 

 

 

図19 諸富（移植先）の令和6年度と令和5年度における平均肥満度の推移 
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3.3. 小課題2-1-2A 天然採苗技術開発（春季採苗） 

3.3.1. 方法 

アサリの春産卵群を対象に、令和6年4月に諸富地区1022号で「砂利入り網袋+いかだ型離底器具」と「パ

ーム入りネトロンパイプ」を設置した（図 20）。「砂利入り網袋+いかだ型離底器具」では、いかだ型離底器

具（材質：強化繊維プラスチック、サイズ：Φ5cm、長さ：約6m）の上に網袋（ラッセル網地、目開き3.6mm、

60cm×30cm、口紐付き）を設置し、その網袋に収容する砂利として 7 号砕石（材質：砂利、粒径：2～5mm）

を5 kg使用した（図21左）。また、「パーム入りネトロンパイプ」では、ネトロンパイプ（材質：高密度ポ

リエチレン製、内径：Φ82.5mm、長さ：約90cm）に約250gのヤシの繊維（パーム）を詰め、両端に塩化ビニ

ル製のキャップを装着した後、実験区の目印コンポーズにおいて下端が干潟底面から約+30cm（C.D.L+1.1m）

の高さで設置した（図21右）。これらについて令和6年5月から7月に各採苗器の劣化及び汚損状況を確認

した。令和6年8月からは10月まで各採苗器（N=2）のアサリについて、採苗器内に生残するアサリの個体

数と殻長を計数・測定した。この際、測定する網袋の繰り返し回数は3回とした（n=3）。 

 

 

図20 本実験における機材配置（諸富地区1022号） 

 

 

図21 実験区に設置した採苗器 

（左：砂利入り網袋+いかだ型離底器具 右：パーム入りネトロンパイプ） 
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3.3.2. 結果 

(1) 採苗器表面の汚損状況 

令和 6年 4月から 7月における採苗器の汚損状況を図 22に示した。「砂利入り網袋+いかだ型離底器具」

では、網袋の表面に泥の付着が5月（設置1か月）から7月（設置3か月）まで確認されたが、網袋の目開

きにおいて泥や付着生物等による目詰まりは確認されなかった（図22上段）。「パーム入りネトロンパイプ」

では、パイプの表面に付着生物の付着が5月（設置1か月）から年7月（設置3か月）まで確認され、パイ

プの開口部にはフジツボ類によって目詰まりを生じ（図22下段）、パイプ内で泥が堆積していた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図22 令和6年5月から7月における採苗器の汚損状況 

（上段：砂利入り網袋+いかだ型離底器具 下段：パーム入りネトロンパイプ） 

 

(2) 各採苗器内及び現地盤のアサリの個体数に推移 

各採苗器内及び現地盤のアサリの個体数の推移を図 23 に示した。「砂利入り網袋+いかだ型離底器具」で

は、測定を始めた令和 6年 8月では 37個体/0.04㎡、10月では 173個体/0.04㎡であった。「パーム入りネ

トロンパイプ」では、測定を始めた8月から測定を終了した令和6年10月まで0個体/0.04㎡であった。こ

のとき、「現地盤」では、令和6年6月に7個体/0.04㎡、令和6年10月に20個体/0.04㎡であった。 

 

 

図23 各採苗器内及び現地盤のアサリの個体数の推移  
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3.4. 小課題2-1-2B 天然採苗技術開発（秋季採苗） 

3.4.1. 方法 

令和6年12月に1022号で異なる設置高さ及び設置方向の「パーム入りネトロンパイプ」を設置した（図

24）。「パーム入りネトロンパイプ」は、ネトロンパイプ（材質：高密度ポリエチレン製、内径：Φ82.5mm、

長さ：約 90cm）に約 250g のヤシの繊維（パーム）を詰め、両端に塩化ビニル製のキャップを装着した後、

実験区の目印コンポーズに干潟底面から約+10cm（C.D.L+0.9m）、約+20cm（C.D.L+1.0m）、約+30cm（C.D.L+1.1m）、

約+100cm（C.D.L+1.9m）の高さでそれぞれ縦置きした（図25）。また、いかだ型離器具の上に「パーム入りネ

トロンパイプ」を横置きしたものも同時に設置した（C.D.L+0.8m）。測定は、令和7年1月から2月まで各採

苗器の劣化及び汚損状況を確認した。 

 

 

図24 本実験における機材配置（諸富地区1022号） 

 

 
図25 実験区に設置したパーム入りネトロンパイプの様子 
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3.4.2. 結果 

令和7年1月時点のパーム入りネトロンパイプ（底面+10cm、いかだ+横置き）の様子を図26に示した。 

干潟底面から約+10cm（C.D.L+0.9m）、約+20cm（C.D.L+1.0m）、約+30cm（C.D.L+1.1m）、約+100cm（C.D.L+1.9m）

の高さに設置したパーム入りネトロンパイプの表面には生物等の付着は確認されなかった。また、採苗器直

下においても、泥の堆積はなく、採苗器の埋没も確認されなかった。「いかだ型離底器具」に設置したパーム

入りネトロンパイプには、パイプ表面に泥の付着が確認された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図26 実験区に設置したパーム入りネトロンパイプの様子（令和7年1月17日時点） 
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3.5. 小課題2-1-3 避難技術開発 

3.5.1. 方法 

令和6年7月にアサリ成貝（殻長 30.1±1.6mm）50個体及びアサリ稚貝（殻長14.8±1.5mm）30個体をそ

れぞれ、砂利（材質：7号砕石、粒径：2～5mm）入り網袋（ラッセル網地、目開き3.6mm、60cm×30cm、口紐

付き）へ収容し、1022号、1018号及び1047号のいかだ型離底器具（材質：強化繊維プラスチック、サイズ：

Φ5cm、長さ：約 6m）の上に設置した（図 27 及び図 28）。測定は、1022 号を「避難元（対照区）」、1018 号

（通称4号）を及び1047号（通称がんどう西上）を「避難先（処理区1及び処理2）」として（N=3）、令和6

年8月から令和7年2月まで各実験区の砂利入り網袋中におけるアサリの生残個体数を現地で計数した。計

数する網袋の繰り返し回数は4回とした（n=4）。また、令和7年2月においては、各実験区の網袋を回収し、

網袋中に生残するアサリの殻長名および軟体部湿重量を計測し、既述の式により肥満度を算出した。 

 

 

図27 避難実験を実施した実験区位置（1018号、1022号、1047号） 

 

 
図28 避難実験に用いたアサリ 

（左：アサリ成貝 右：アサリ稚貝） 
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3.5.2. 結果 

(1) 生残率 

避難元及び避難先におけるアサリの平均生残率の推移を図29に示した。 

成貝では、令和6年8月から生残率の低下が確認され、11月にはすべての実験区で生残率が50%を下回り、

令和 7年 2月には避難先の 1047号で 34%、1018号で 24%及び避難元の 1022号で 20%となった。一方、稚貝

では、11月から避難先の1018号及び避難元の1022号で生残率の低下が確認されたがいずれの場所でも令和

7年2月まで70%以上を維持し、成貝よりも高かった。特に、避難先の1047号の稚貝は令和7年2月まで生

残率が90%以上を維持し、避難元の1022号や避難先の1018号に比べて高い生残率が確認された。 

 

 
図29 避難元及び避難先における成貝と稚貝の平均生残率の推移 
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3.6. 小課題2-1-4 形状改良の検討 

3.6.1. 材料と方法 

令和6年9月に底質が泥混じり砂場の1022号及び砂場の1047号（図30）で廃材のコンポーズパイプ（材

質：強化繊維プラスチック、サイズ：Φ5cm、長さ：4m程度、重量：5kg程度）で組み上げた「いかだ型（対

照区）」、「すだれ型（処理区1）」、「T字型（処理区2）」の離底器（図31）を設置し（N=3）、泥及び砂による

埋没状況を観察した（図31）。なお、これらの離底器の上には砂利（材質：7号砕石、粒径：2～5mm）入り網

袋（ラッセル網地、目開き3.6mm、60cm×30cm、口紐付き）を4袋（総重量20kg）設置した。 

これらの離底器について、設置 4か月後の令和 7年 1月に目視及び干潟底面からの高さの測定（4か所の

平均）により埋設状況を確認した（n=4）。 

  

 

図30 実験区における機材配置 

 

 
図31 各離底器の形状 

（左：いかだ型；中：すだれ型；右：T字型） 
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3.6.2. 結果 

(1) 目視監察結果 

令和 7年 1月時点における 1022号及び 1047号の離底器の形状ごとの目視結果を図 32,図 33及びに示し

た。1022号では、いかだ型及びT字型の離底器は形状を維持し、離底器上の網袋の埋没や移動は確認されな

かった。一方、すだれ型は砂泥に埋没し、網袋も埋没している様子が確認された。1047号においても1022号

と同様に、いかだ型及びT字型の離底器は形状を維持し、すだれ型は砂泥に埋没している様子が確認された。

なお、1047号では離底器は各形状とも砂に埋もれ、1022号よりも埋没の程度が大きい様子であった。 

 

 

 

 

 

 

 

図32 令和7年1月時点における1022号の離底器具の形状ごとの設置状況 
 

 
 
 
 
 
 

図33 令和7年1月時点における1047号の離底器具の形状ごとの設置状況 

 
(2) 埋没状況 

令和 7年 1 月における離底器の形状ごとの埋没状況を図 34 に示した。干潟底面から採苗器までの平均高

さは1022号では、いかだ型で4.8±1.1、すだれ型で0.8±0.7cm、T字型で6.0±0.8cm cmであった。1047

号では、いかだ型で1.3±0.8cm、すだれ型で0.3±0.5cm、T字型で2.8±0.4cmであった。形状に関わらず、

離底器の埋没の度合いは1022号よりも1047号で大きかった。 

 

 
図34 令和7年1月における離底器具の形状ごとの埋没状況  

0
1
2
3
4
5
6
7
8

1022号 (泥混じり砂) 1047号 (砂)

いかだ型 すだれ型 T字型

干潟底面から
採苗器までの
平均高さ

(cm)



 

251 

 

4. 中課題としての成果と課題 

4.1. 目標の達成度 

今年度事業で開発された技術に係る目標の達成度について実験の結果を踏まえ表8に示した。各小課題の

達成度は、〇：達成、△：ほぼ達成も一部で課題が残る、×：未達成とした。 

 

表8 各小課題の達成度 

小課題名 目標 結果 達成度 

2-1-1 

移植技術開発 

A 移植したアサリの漁

獲時期の選定 

 

A 長崎県猛島地区から佐賀県諸富地区

へ移植したアサリの漁獲時期は、肥満度

の観点から2月から4月として選定でき

た。特に、3 月では移植したアサリの肥

満度が22に達することも確認できた。 

〇 

B 移植規模の拡大 B 1022号において、令和6年度において

は42kgのアサリを猛島から移植した。 

2-1-2 

天然採苗技術開発 

A 春季における採苗手

法の選定 

A 佐賀県諸富地区において、春季（4月

設置）では砂利入り網袋が有効であっ

た。 

△ 

B 秋季における採苗手

法の選定 

B 佐賀県諸富地区では秋季（9月～11月）

よりも冬季（12月～1月）にアサリ幼生

の着生が確認できた。冬季に設置したパ

ーム入りネトロンパイプには令和 7年 2

月時点（設置2か月後）で生物の付着な

どは確認されなかった。 

2-1-3 

避難技術開発 

A 避難候補地の選定 

 

A 1047号（避難先）に避難させた稚貝及

び成貝は生残率が実験区のなかで最も

高かった。 
〇 

B 避難技術の有効性の

確認 

B 1047号（避難先）に避難させたアサリ

の稚貝の殻長は避難させて7か月後には

殻長30mmを超えた。 

2-1-4 

埋没対策技術開発 

砂場でも埋没しない離

底器具の形状の選定 

泥混じり砂場の 1022号及び砂場の 1047

号において、「T字型」で埋没の程度が最

も小さかった。 

〇 

  



 

252 

 

4.2. 実用性の検討 

4.2.1. 作業性 

令和6年度事業では技術開発において制作や漁獲の検証まで至らなかったので、漁業者を主体とした作業

実績（令和4年度事業）を例に、天然採苗で想定される作業性について表9に示した。 

 

表9 令和4年度事業で開発された技術に関する作業性の検証 

作業内容 
作業① 

網袋への砂利詰め 

作業② 

離底器・網袋の設置 

作業③ 

漁獲 

数量実績 90袋/2人 9基/2人 15袋/2人 

時間実績 20分/2人 90分/2人 20分/2人 

B/Cが1.0以上と

するために推定

される所要時間 

44分/200袋・2人 160分/16基・2人 270分/200袋・2人 

備考 

現場海域において、船上

での干出待ち時間は1時

間程度であり、その時間

で採苗器の製作は可能。 

大潮時の作業可能時間

は180分程度。 

 

漁獲の実験も併せて実施したた

め、漁獲サイズのアサリの選別

には 5mm目篩を用いた。本来は

ゆり目篩を用いることを想定し

ており、それによって漁獲時間

は大きく短縮できると考えられ

る。 

評価 作業可能 作業可能 作業可能 
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4.2.2. コスト 

本技術における漁業者主体としたときのコスト（人件費+傭船費+資材費）を表10に示した。 

 

表10 令和4年度事業で開発された技術に関するコスト 

小課題 天然採苗 秋季移植 

技術名 

 

項目 

砂利入り網袋 

+離底器(いかだ型) 

砂利入り網袋 

+離底器器具(いかだ型) 

+秋季移植 

人件費 人件費（\9,000-/人×4人日） 人件費（\9,000-/人×4人日） 

傭船費 傭船費（\30,000-/隻×2隻日） 傭船費（\30,000-/隻×2隻日） 

資材費 (1) 7号砕石（\5-/kg×3kg×200袋） 

(2) ラッセル網※1（\34-/袋×200袋） 

(3) 離底用コンポーズ（廃材利用） 

(4) 燃料費（\10,000-/回×2回） 

※1 ラッセル網の耐久年数は 5 年を想

定。 

 

(1) 7号砕石（\5-/kg×3kg×200袋） 

(2) ラッセル網（\34-/袋×200袋） 

(3) 離底用コンポーズ（廃材利用） 

(4) 燃料費（\10,000-/回×2回） 

(5) 移植用稚貝※2（\245-/kg×0.38/kg 

×200袋） 

※2 移植用の稚貝は殻長29mm前後を想定。 

合計費用1 

（人件費有・傭船費有） 

\125,800- \144,420- 

合計費用2 

（人件費無・傭船費有） 

\89,800- \108,420- 

合計費用3 

（人件費有・傭船費無） 

\65,800- \84,420- 

合計費用4 

（人件費無・傭船費無） 

\29,800- \48,420- 
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4.2.3. 漁獲額 

技術ごとの漁獲額の試算結果を表11に示した。 

天然採苗については、小課題2-1-2Aの成果に基づき、令和6年10月における一袋当たりのアサリ成貝(殻

長15mm以上)の平均個体数(n=3)をもとに試算した。本成果では、漁獲サイズの平均漁獲量が0.54kg/袋であ

り、この値に実用規模である網袋の数量200袋、漁獲サイズのアサリ浜値の\430-/kgを乗じて漁獲額を試算

した（採苗Ⅰ）。また、小課題2-1-2Aの同実験のなかで、最も多くの個体が確認されたサンプルを最大値と

想定した採苗Ⅱも試算した。 

秋季移植については、小課題 2-1-1Aの成果に基づき、令和 5年 11月時点では殻長 30mmの長崎県猛島産

アサリを佐賀県諸富へ秋季移植することで令和 6年 3 月には 1.13kgに増加した。この値に実用規模である

網袋の数量200袋、漁獲サイズのアサリ浜値の\430-/kgを乗じて漁獲額を試算した。 

 

表11 技術ごとの漁獲額の試算結果 

小課題 天然採苗 秋季移植 

技術名 

 

項目 

砂利入り網袋 

+離底器具(いかだ型) 

砂利入り網袋 

+離底器具(いかだ型) 

+秋季移植 

漁獲額の試算方法 【採苗Ⅰ（平均値）】 

0.54g/袋※1×200袋×\430-/kg 

= \46,440- 

※1 小課題 2-1-2Aで得られた 10月時点

の成貝の平均個体数 88 個体/袋が漁

獲サイズ(6g/個体)になったと想定。 

 

【採苗Ⅱ（最大値）】 

1.13kg/袋※2×200袋×\430-/kg 

= \97,180- 

※2  小課題2-1-2Aで得られた10月時点

の成貝のサンプルのなかで最多であ

った188個体/袋が漁獲サイズ(6g/個

体)になったと想定 

【秋季移植】 

1.13gk/袋※3×200袋×\430-/kg 

= \97,180- 

※3 小課題2-1-1A）で得られた8月時におけ

る1袋あたりの平均湿重量。 
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4.2.4. 技術ごとの経済性の評価 

技術ごとの経済性の評価（漁獲額/コスト）を表12に示した。 

天然採苗において、採苗Ⅰ（平均値）では、人件費無・傭船費無でB/Cが1.0を超え1.6となった。また、

採苗Ⅱ（最大値）では、人件費無・傭船費有でもB/Cが1.0を超え1.1となった。 

秋季移植では、人件費無・傭船費無でB/Cが1.0を超え2.0となった。また、人件費有・傭船費無でもB/C

が1.2となった。 

 

表12 技術ごとの経済性の評価（漁獲額/コスト） 

技術名 
B:漁獲額 

（千円） 

C（コスト） B/C（漁獲額/コスト） 

1.人件費 

（千円） 

2.資機材費 

（千円） 

3.傭船費 

（千円） 

合 計

（1+2+3） 

人件費有 

傭船費有 

人件費無 

傭船費有 

人件費有 

傭船費無 

人件費無 

傭船費無 

【天然採苗】 

砂利入り網

袋 

+離底器具 

(いかだ型) 

採苗Ⅰ 

46.4 

 

36.0 29.8 60.0 125.8 0.4 0.5 0.7 1.6 

採苗Ⅱ 

97.2 
36.0 29.8 60.0 125.8 0.8 1.1 1.5 3.3 

【秋季移植】 

砂利入り網

袋 

+離底器具 

(いかだ型) 

+秋季移植 

 

秋季移植 

97.2 
36.0 48.4 60.0 144.4 0.7 0.9 1.2 2.0 
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4.3. 成果と課題 

今年度の成果と課題を表13に示した。 

 

表13 成果と課題 

小課題名 成果 課題 

2-1-1 

移植技術開発 

秋季移植したアサリの漁獲時期を選定で

きた。 

諸富地区は移植地として有効。 

11 月移植の場合、翌年 3 月（あるいは 4

月）に漁獲することで生産性が高い。 

移植規模の拡大と漁獲 

（モニタリング継続中） 

2-1-2 

天然採苗技術開発 

諸富における採苗方法を選定できた。 

春季では網袋、秋季以降はネトロンパイプ

も併用することが有効。 

秋産卵群の確保 

（モニタリング継続中） 

2-1-3 

避難技術開発 

避難候補地を選定し、避難させたアサリ

（成貝・稚貝）の生残状況も確認できた。 

1047号では成貝の避難に有効であり、稚貝

への避難効果はさらに高い。 

避難の規模拡大及び避難先におけ

る漁獲 

2-1-4 

埋没対策技術開発 

底質に合った器具の形状を選定できた。 

泥混じり砂場及び砂場では「T字型」が有

効。 

器具の構造の選定 
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電子格納データ 
 

表14 電子格納データ一覧 

小課題 実験・調査名 格納データ 

2-1-1 移植技術開発 移植実験 移植実験A 2311～2405 

移植実験B 2411～2502 

2-1-2 天然採苗技術開発 採苗実験 採苗実験 2408～2410 

2-1-3 避難技術開発 避難実験 避難実験 2406～2502 

2-1-4 埋没対策技術開発 埋没実験 埋没実験 2409～2501 

共通項調査 地盤高測量 地盤高 202406 

物理環境調査 移動限界判定 2408 

移動限界判定 2501 

物理連続観測結果 2404～2503 

水質環境調査 水質連続観測結果 2404～2503 

底質調査 底質 2406～2501 

粒度加積曲線 2406～2501（PDF） 

初期稚貝調査 初期稚貝調査 2406～2501 

生息状況調査 生物生息状況調査 2406～2502 
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